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大学院体育学研究科の目的

博士後期課程・体育学専攻・1年

福村 寿華
FUKUMURA Juka

大学院生からのメッセージ

　東京五輪にアーティスティックスイミング日本代表として出場し

た後、「勉強したい！」という思いから鹿屋体育大学の大学院に進

学しました。現在は、身体の芸術的表現によって観戦者にどのよう

な感情が生じるのか、また身体表現による感動のメカニズムにつ

いてスポーツ心理学の観点から研究をしています。将来は競技実

践現場と学術のどちらにも通用する人材となる研究者を目指してい

ます。本大学は、競技実践現場と研究を繋げることができる大学、

またスポーツ科学のさまざまな研究分野を学べる大学です。ぜひ

一緒に自身の可能性を広げることのできる大学で学びませんか？
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　鹿屋体育大学大学院体育学研究科は、スポーツ・健康
に関する学術の理論及び応用と実践が一体となった教育
研究を展開し、その深奥をきわめ、または高度の専門性が
求められる職業を担うための深い学識及び卓越した学力
を培い、スポーツ文化の進展及び国民の健康増進に寄与
することを目的としています。

■ 体育学・スポーツ科学連携大学院教育プログラム

体育学専攻 筑波大学との共同専攻

■ 修士課程 ■ 博士後期課程
スポーツや身体運動を通して、国民が
健康で幸福を享受できる社会の構築
に貢献する専門的・実践的な能力の
養成及び職業人として中核的な役割
を担う人材の育成を目指しています。

本プログラムは、鹿屋体育大学大学院体育学研究科体育学専攻を中心として、
複数の大学が連携・協力して教育・研究指導を行うプログラムです。

体育学に関する最先端の研究活動を推進
するとともに、スポーツや身体運動を通して、
国民が健康で幸福を享受できる社会
の構築に貢献する高度な専門的能力を
有する人材の育成を目指しています。

スポーツ国際開発学共同専攻
（修士課程）

大学体育スポーツ高度化共同専攻
（３年制博士課程）

国立スポーツ科学センター
（JISS）との連携大学院

（博士後期課程）

国立スポーツ科学センターを主な勉学
の場として、同センターの特色を生かし
た授業科目の履修及び研究指導を受
け、鹿屋体育大学大学院の博士（体育
学）の学位取得を目指すものです。

スポーツというツールを用いて、国内外で
生じている課題の解決に貢献できる人材
の育成を目指す修士課程です。本学と筑波
大学・日本スポーツ振興センターの3機
関が共同して、スポーツを通じた国際開発
と平和に関する実践的能力を養う教育プ
ログラムを提供します。

大学体育スポーツの充実のために、教育指導
と研究の循環を高度に展開できる能力育成
を軸とした教育指向型の博士課程です。
本専攻は筑波大学と本学との共同設置で
運営しています。各大学の専門性・独自性を
最大限に生かしながら、現職教員の方にも
可能な限り無理なく受講ができるように、
オンラインでの授業実施や週末の授業実施
など、カリキュラムが工夫されています。

熊本大学大学院教育学研究科（修士課程・博士後期課程）
宮崎大学大学院教育学研究科（修士課程・博士後期課程）
鹿児島大学大学院教育学研究科（博士後期課程）
福岡県立大学大学院人間社会学研究科（博士後期課程）
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令和６年度より、次世代研究者挑戦的研究プログラムに
採択されました。博士課程の学生に対する支援プログラム
となっており、詳細はQRコードよりご覧ください。


